
匠ホームページ

「あきる野の匠」とは…
　「あきる野の匠」とは、市の自然、歴史、文化から生まれ、先代から受け継いだ伝統の味、技法、熟
練の技術などの承継者等です。昨年度は、新たに申請を受けた中から審査により１人を認定しました。
市では、これまでに14人の匠を認定しています。詳しくは、ホームページをご覧ください。

問合せ
●あきる野の匠に関すること…観光まちづくり推進課
観光まちづくり推進係（☎595－1135）
●ふるさと納税に関すること…商工振興課商工振興係
（直通558－1867）

　７月１日㈫に武蔵五日市駅前拠点施設「フレア五日市」がオープンします。
　オープンに先立ち、6月21日㈯に式典・イベントを開催します。イベントでは、日の出町の機関車バス「青春号」をモ
チーフにした「ふわふわドーム」の展示のほか、日の出町と檜原村の特産品販売、同日に武蔵五日市駅前ロータリーで開
催される五市マルシェと連携したイベント、秋川流域3市町村のマスコットキャラクターとの交流、植栽ワークショップな
どを実施します。ぜひ、ご参加ください。
※イベントの内容は、天候等の都合により変更となる場合があります。
○オープニング式典　午前9時30分～10時
○オープニングイベント　午前10時～午後3時
●植栽ワークショップ（フレア五日市を彩る花などを植栽します。※雨天順延）…午前11時～
※6月16日㈪の午前8時30分から電話で申し込んでください［定員20人（申込み順）］。
○プレオープン　6月21日㈯から29日㈰までの間、施設を自由にご覧いただけます。
　ぜひ、お越しください。
●時間…午前9時～午後5時
※フレア五日市の予約方法や施設の詳細は、市ホームページをご覧ください。

申込み・問合せ　観光まちづくり推進課観光まちづくり推進係（☎５９５－１１３５）

　浅野養鶏場は、昭和30年（1955年）に府中市で開業し、昭和39年（1964年）に農学博士の指導の下、養鶏に適
した環境を求めてあきる野市へ移転しました。淺野敬貴さんは、浅野養鶏場の２代目となります。
あきる野市の綺麗な地下水や、山、川、田んぼに囲まれた風通しが良い環境を生かして、純国産鶏「ゴトウさく

ら」と「東京しゃも」を飼養しています。鶏卵は、自家配合飼料で極力自然由来の素材を使用しています。黄身は
パプリカ色素やカロチンで色付けはしておらず、トウモロコシの自然な黄色です。
　「東京しゃも」は、深い味わいとコク、食べ心地の良い弾力があります。都内の料亭や、市内の蕎麦屋やレスト
ランで提供しているほか、あきる野市のふるさと納税返礼品としても登録されています。

  淺野敬貴さん（６１歳）

あさの ひろたか

「浅野養鶏場」
住　所：菅生347
　電　話：558－7439

浅野養鶏場
ホームページ

フレア五日市オープニングイベント開催
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今号の主な記事など
●産前産後期間は国民年金保険料が免
除になります…２面

●受験生チャレンジ支援貸付事業…２面
●手当や医療費助成の手続きはお済み
ですか…２面

●市民プールの利用について…６面

世帯と人口 ─ 令和７年６月１日現在 ─
　世帯　37,602世帯（前月比　12世帯増）　　人口　78,898人（前月比　46人減）　　男　39,256人　　女　39,642人

広報あきる野は、毎月１日と 15日に新聞折込と個別配布でお届けしています。市内に住所があり、折込対象の新聞を購読していない方は、市に個別
配布をお申込みいただければ、無料でお届けします。また、市のホームページでもご覧になれます。詳しくは、市長公室にお問い合わせください。
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